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（議事の要旨） 

開始１４時２０分 

［西田委員長         ］  

ただいまから、平成２５年度第７回教育委員会定例会を開会いたします。 

［西田委員長         ］ 

 本日の会議録署名は、濱屋委員にお願いいたします。  

 本日の案件は、追加案件も含めまして、議案８件、報告事頄７件です。  

 なお、議案第３２号から議案第３７号までの６件は公開しない会議とし、会議の最後に

審議したいと思います。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

［西田委員長         ］ 

異議なしと認め、議案第３２号から議案第３７号までの６件は会議規則第１２条により

公開しない会議として、最後に審議します。 

それでは議事に入ります。議案第３０号・東光寺小学校学校運営協議会委員の任命につ

いて、事務局より提案理由の説明をお願いします。  

 

○議案第３０号 東光寺小学校学校運営協議会委員の任命について  

 

［鈴木学校課長        ］ 

 議案第３０号・東光寺小学校学校運営協議会委員の任命について、でございます。  

 提案理由でございます。日野市学校運営協議会規則（平成２０年教育委員会規則第１８

号）第７条第１頄の規定に基づき、任命するものでございます。  

 現在の委員の任期は平成２５年１０月３１日までとなっております。任期が満了するた

め、新たに委員の任命を行うものでございます。 

 これまでは１７名の委員で組織されていましたが、都合により４名の方が辞退し、１０

番目の吉本さんと１４番目の高橋さんに新任ということでお願いしております。また、５

月に任命された熊谷委員を入れて、今後は１５名で活動していきたいと考えています。 

 なお、任期は平成２５年１１月１日から平成２７年３月３１日まででございます。  

説明は以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。  

［西田委員長         ］ 

事務局からの説明が終了いたしました。ご質問がございましたらお願いします。 

［西田委員長         ］ 

 なければ、ご意見を伺います。 

［西田委員長         ］ 

 なければ、ご質問、ご意見はこれにて終結します。  

 お諮りします。東光寺小学校学校運営協議会委員の任命について、を原案のとおり決す

ることに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

［西田委員長         ］ 



 異議なしと認めます。議案第３０号は原案のとおり可決されました。  

［西田委員長         ］ 

 議案第３１号・日野市立八ケ岳高原大成荘指定管理者の指定について、事務局より提案

理由の説明をお願いします。 

 

○議案第３１号 日野市立八ケ岳高原大成荘指定管理者の指定について  

 

［清野生涯学習課長      ］ 

 議案第３１号・日野市立八ケ岳高原大成荘指定管理者の指定について、でございます。  

 地方自治法第２４４条の２第３頄の規定に基づき、平成２５年第４回日野市議会定例会

における議会の議決を待って、日野市立八ケ岳高原大成荘の指定管理者を指定するもので

す。 

 施設の名称、日野市立八ヶ岳高原大成荘。 

 指定管理者の名称、株式会社日野市企業公社。 

 指定の期間、平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まででございます。  

 次に、経過についてご説明いたします。日野市立八ケ岳高原大成荘の指定管理者につき

ましては、平成１８年度に制度を導入後、今回で２度目の更新となります。募集にあたっ

ては、平成２５年６月１４日に告示を行い、６月１５日号広報及び日野市ホームページに

て周知したところ、株式会社レパスト、株式会社日野市企業公社の２事業者より応募があ

りました。また、選定は平成２５年７月２４日から８月２９日までの全４回にわたり、日

野市教育委員会指定管理者候補者選定委員会にて厳正なる審議を行い、審議結果報告書が

提出されました。 

 応募事業者からの事業計画書及びプレゼンテーションについて審議、評価を行ったとこ

ろ、選定委員８名の評価点の合計が１，２００点満点中１，０７６点で上位の点数を獲得

し、当該施設の管理運営について十分な経験があり、公の施設として市民優先の安定した

サービス提供が期待できることから、株式会社日野市企業公社が指定管理者候補者として

選定されました。 

 以上のことから、株式会社日野市企業公社を平成２６年４月１日から平成３１年３月３

１日までの５年間、日野市立八ケ岳高原大成荘の指定管理者として指定する議案を１２月

の市議会へ提出し、その議決を待って指定管理者の指定を行いたいと思います。ご審議の

程よろしくお願いいたします。 

［西田委員長         ］ 

事務局からの説明が終了いたしました。ご質問がございましたらお願いします。 

［西田委員長         ］ 

 では、ご意見を伺います。 

［西田委員長         ］ 

 なければ、ご質問、ご意見はこれにて終結します。 

 お諮りします、日野市八ケ岳高原大成荘指定管理者の指定について、を原案のとおり決

することに異議ございませんか。 



（「異議なし」の声あり） 

［西田委員長         ］ 

異議なしと認めます。議案第３１号は原案のとおり可決されました。  

［西田委員長         ］ 

 報告事頄に入ります。報告事頄第１３号・平成２５年第３回日野市議会定例会の報告、

について事務局より報告をお願いします。 

 

○報告事頄第１３号 平成２５年第３回日野市議会定例会の報告 

 

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 報告事頄第１３号・平成２５年第３回日野市議会定例会の報告、についてでございます。 

 １．会期、８月３０日金曜日から９月２７日金曜日までの２９日間で行われました。 

 ２．一般質問につきましては、質問者２１名、うち教育委員会関係が７名でございまし

た。質問件数３６件、うち教育委員会関係が８件でございました。なお、教育委員会関係

の一般質問等要旨につきましては、別表１、１１ページから１５ページまでに記載のとお

りでございます。 

３．議案でございます。市長提出議案が２１件、議員提出議案が６件、うち教育委員会

に関するものは１件ございました。 

（１）平成２５年度日野市一般会計補正予算（第３号）、こちらは可決しております。補

正総額、歳入歳出で２６億４５９０万８千円。うち教育費１億８５０万１千円でございま

す。予算総額、歳入歳出で５６５億８４７０万５千円、うち教育費が５６億５９９９万２

千円でございます。 

教育費の内訳につきましては、１６ページの別表２のとおりでございます。  

４．請願（教育委員会に関するもの）はゼロ件でした。 

以上で説明を終らせていただきます。よろしくお願いしたいと思います。  

［西田委員長         ］ 

 事務局からの報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

 濱屋委員。 

［濱屋委員          ］ 

 一般質問の中で五小区域の児童数増加の予測というのがありまして、それに対する答弁

の中で、児童数の増加は平成３３年から平成３６年頃にピークを迎えるという回答があり

ます。これは多摩平地域についてということですけれども、日野市のその他の地域につい

ての動向というのはどのように把握されているかについて、教えていただければと思いま

す。 

［田倉教育部長        ］ 

 日野市の人口動態、推計という質問でございます。人口推計については、新しくできま

した地域戦略室でも検討しているところでございます。その資料によりますと、平成１４

年度以降増加の傾向で推移をしてきており、一部地域の大規模な開発あるいは区画整理に

付随することによって今後も増加の傾向にはありますが、８年後の平成３３年からは減尐



するのではないかという見込みでございます。 

［西田委員長         ］ 

 岡本委員。 

［岡本委員          ］ 

 新しく地域戦略室が設置されたというお話がありました。私たち教育委員会としても、

情報を常に発信して、我々がどういったデータあるいは方向性を求めているのか。また、

戦略室の視点から我々の考え方を検討していただく、あるいは参考にしていただくといっ

たことができると良いと思います。こうしたことを行えば、お互いの情報の共有が非常に

なめらかにいくのではないか。また、教育委員会で考えていること、常日頃から議論して

いることが正確に伝わっていくのではないかと思います。すでに実行されている部分もあ

るかとは思いますけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

［田倉教育部長        ］ 

 例えば、幼児人口、子どもの数はどうなっていくかということは、公立幼稚園の見直し

と適正配置という観点から、我々にとって重要であり、非常に興味のあるところです。ま

た、選べる学校制度に関連して、今後どういう課題が出てくるのかということにも非常に

注視していかなければならない点かと思っています。その辺りは子ども部とも連携をとり

ながら、今お話にでております地域戦略室とも既に話し合いの場をもって情報交換をして

おります。今後は、さらに連携を密にして人口推計、動態について常に注視していきたい

と思っております。 

［西田委員長         ］ 

ほかにございませんか。髙木委員。 

［髙木委員          ］ 

 複数の議員の方からタブレット型パソコンの導入についての考え方を質問されており、

答弁を見ると今年度も幾つかの学校に導入したということになっていますが、学校側の意

向を踏まえてどういう考え方で導入されていくのか、教えていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

［大野教育部参事       ］ 

 学校側のタブレット導入の意向を踏まえた今後の導入状況について、ご説明いたします。

小学校のパソコンルームのコンピューターにつきましては、タブレットパソコンにキーボ

ードを接続したような形で、タブレットとして使用することも、キーボードを使って一般

パソコンのように使用も可能という形で、今年度は７校、リース替えに伴いましてタブレ

ット型に転換しているところでございます。 

一方、中学校におきましては、タブレットより大きな端末を使用し、表計算ソフトやグ

ラフィックソフトを活用したいという希望もございますので、たとえば１校に１学級分４

０台といった形でタブレットを導入するというようなことができないか、ただいま検討し

ているところでございます。 

［西田委員長         ］ 

 ほかにご意見、ご質問ございませんか。 

［西田委員長         ］ 



 なければ、報告事頄第１３号を終了いたします。  

［西田委員長         ］ 

報告事頄第１４号・平成２５年度就学援助申請者数及び認定者数（平成 25年 4月～6月）、

事務局より報告をお願いします。 

 

○報告事頄第１４号 平成２５年度就学援助申請者数及び認定者数（平成 25年 4月～6月） 

 

［松本庶務課長事務取扱    ］  

 報告事頄第１４号・平成２５年度就学援助申請者数及び認定者数（平成 25年 4月～6月）、

でございます。 

 １８ページをお開き頂きたいと思います。  

申請者数につきましては小中学校合わせて２，０４８名、認定者数につきましては要保

護が９９名、準要保護が１，８３９名。否認定者数につきましては１１０名となっていま

す。 

なお、参考までに過年度データを下のほうに記載してございます。平成２２年度、申請

者数２，２２９名、平成２３年度が２，１９８名、平成２４年度が２，１１６名というこ

とで、若干ずつでありますけれども減尐しているという傾向がございます。認定者の割合

を見ても、平成２４年度は１５．９９％でございました。平成１５年度から１６％から１

７％の間で行ったり来たりしていましたけれども、昨年度は１６％を割ったというところ

でございます。 

説明については以上です。 

［西田委員長         ］ 

 事務局からの報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

 髙木委員。 

［髙木委員          ］ 

 認定者の中で要保護と準要保護の定義について教えていただきたいということと、否認

定者が何名かいらっしゃいますが、その理由について、教えていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 まず、要保護というのは、端的に言いますと生活保護を受けている世帯の児童、生徒数

です。準要保護につきましては、私どもで所得の基準を設けておりまして、生活保護基準

の１．３倍という基準になっておりますけれども、その中において認定された者というこ

とでございます。 

 否認定者については、所得制限の超過が主な理由です。 

［西田委員長         ］ 

ご質問、ご意見はほかにございませんか。 

［西田委員長         ］ 

 なければ、報告事頄第１４号を終了いたします。  

［西田委員長         ］ 



 報告事頄第１５号・平成２５年度日野市高校生奨学金の申請者数及び決定者数、につい

て事務局より報告をお願いします。 

 

○報告事頄第１５号 平成２５年度日野市高校生奨学金の申請者数及び決定者数 

 

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 報告事頄第１５号・平成２５年度日野市高校生奨学金の申請者数及び決定者数、でござ

います。 

 ２０ページをお開きいただきたいと思います。  

 申請者数８８名、最終決定者数５０名。否認定者は３８名、うち選考基準に満たない者

が５名、選考基準内にあるが募集人数を超過した者が３３名となっております。 

 なお、下のほうに参考として過年度のデータを掲載しております。２４年度が申請者数

８２名、最終決定者数６３名。平成２３年度が申請者数８９名、最終決定者数５８名、平

成２２年度は申請者数１２１名で最終決定者数５４名ということでございます。 

 なお、今年度この奨学金の選考基準の改正をしてございます。これまでは学習意欲や生

活態度を評価して選考しておりましたけれども、各評価方法の基準の考え方が曖昧である

ということがございまして、より透明性の高い客観的な選考と言うことで、経済的な困窮

の度合いが高い人から、つまり、保護者の実際の所得が奨学金の所得基準、その世帯の生

活保護基準額の１．１倍ですが、これに照らして実際の所得が低い方から優先的に決定し

ていくという形に改めてございます。    

 説明については以上です。よろしくお願いします。  

［西田委員長         ］ 

報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いいたします。  

髙木委員。 

［髙木委員          ］ 

まず奨学金制度の内容について教えていただきたいと思います。月額いくらなのか、期

間はどれくらいか、貸与なのか給付なのか。また、否認定、選考基準に満たない者という

方が何名かいらっしゃるわけですが、主たる理由について教えていただきたいと思います。 

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 まず内容ですけれども、給付型ということで月額１万円を給付するというものになって

おります。期間につきましては単年度ごとに選考しておりますので、３年間継続して受け

られるというものではございません。あくまでも１年単位で選考するということになりま

す。 

 選考基準につきましては生活態度ということで、欠席、遅刻、早退、これが一定回数以

上ある者につきましては選考基準に満たない者として選考から除外しているということで

ございます。 

選考基準内にあるが募集人数を超過した者というのは、経済的な困窮度合いの高い方か

ら選んでいって５１番目以降の方が該当するというふうになります。 

［西田委員長         ］ 



 ほかに何か質問、ご意見ございませんか。  

［西田委員長         ］ 

 給付を受けた生徒の報告義務のようなものがありましたら説明してください。  

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 給付を受けた高校生の方にアンケートという形でとっておりまして、学生生活に役立っ

たかどうか、奨学金をどのように利用したか、この１年間どんな高校生活を過ごされたか、

そういったことをアンケートという形で報告を受けております。 

［西田委員長         ］ 

 ほかに何か質問、ご意見ございませんか。 

［西田委員長         ］ 

 なければ報告事頄第１５号を終了いたします。 

［西田委員長         ］ 

報告事頄第１６号・要綱の制定及び改廃の報告（平成 25 年 7 月～9 月）、について事務

局より報告をお願いします。 

 

○報告事頄第１６号 要綱の制定及び改廃の報告（平成 25 年 7 月～9 月） 

 

［松本庶務課長事務取扱    ］ 

 報告事頄第１６号・要綱の制定及び改廃の報告（平成 25 年 7 月から 9 月）。 

 ２２ページをお開きいただきたいと思います。要綱制定改廃一覧ということで、１件ご

ざいます。 

要綱の名称、日野市学校教育基本構想検討委員会設置要綱の一部を改正する要綱。  

適用日につきましては、平成２５年７月１日でございます。  

制定・改廃の内容につきましては、第２次日野市学校教育基本構想の策定にあたり、社

会情勢の変化や平成２１年に策定した基本構想の内容を検証し、これからの子どもたちに

どのような力をつけさせたいかを議論するため、検討委員会の構成員を、学校と関わりの

深い市民・地域・行政部門を中心とするメンバーにするもの、でございます。 

説明については以上です。よろしくお願いいたします。  

［西田委員長         ］ 

 事務局からの報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

［西田委員長         ］ 

 なければ、報告事頄第１６号を終了いたします。  

［西田委員長         ］ 

 報告事頄第１７号・平成２５年度全国学力・学習状況調査結果分析、について事務局よ

り報告をお願いします。 

 

○報告事頄第１７号 平成２５年度全国学力・学習状況調査結果分析 

 

［島川統括指導主事      ］ 



 報告事頄第１７号・平成２５年度全国学力・学習状況調査結果分析、について報告いた

します。 

 ２３ページをお開きください。 

 本調査の目的は、全国的な児童・生徒の学力や学習状況の把握、分析を通して、義務教

育の成果と課題を検証し、改善を図る。教育に関する継続的な検証、改善サイクルを確立

する。学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てることでご

ざいます。 

対象は、全国の小学校６年生、中学校３年生とし、実態調査として本年４月２４日に国

語、算数・数学について行われたものでございます。  

 文部科学省から結果が公表されたことに伴い、日野市の調査結果について報告いたしま

す。なお、学校では本調査結果を個々の児童・生徒の学力の向上に生かすとともに、授業

改善に活用しているところでございます。 

 それでは本市の調査結果でございますが、２４ページから２７ページをご覧ください。  

 小学校の国語では、知識を問うＡ問題においては平均正答率が６３．６％、今後も知識、

技能の着実な定着が求められます。文の中の主語と述語の関係や接続語、表現技法の役割

を捉えることに課題が見られました。活用の力を見るＢ問題では、全国や都の平均を上回

るものの、平均正答率は５２．５％でした。知識、技能を確実に活用できるようにしてい

く必要がございます。特に、目的や意図に応じて自分の考えを書くことに課題が見られま

した。 

 算数では、知識を問うＡ問題においては７８．０％の正答率でした。この中で計算の仕

方の確実な習得、方式の意味理解などに課題が見られました。Ｂ問題の正答率は６割強で、

依然、活用力が課題であることがわかります。式の意味を考察したり、２つの数量の関係

を捉えたりすることに課題が見られました。  

 中学校の国語では、知識を問うＡ問題は、書く、話す、言語の力の一部に課題が見られ

たものの、全体の正答率はおよそ８割という結果でした。活用に関するＢ問題では、文学

的な文章に比べて説明的な文章の読みに課題が見られ、全体の平均正答率は７１．２％で

した。 

 数学の知識を問うＡ問題は、数量の関係や法則を文字式で表したり、関数の意味を理解

したりすることに課題が見られ、全体平均正答率は６７．２％でした。活用に関するＢ問

題の正答率は４５．８％で全体的に課題がある中、その中でも特に筋道を立てて考え、判

断したり、理由や根拠を説明したりする活動を充実させる必要がございます。 

各学校で児童・生徒の基礎・基本の確実な習得と効果的な活用を目指した具体的な授業

改善が図られるように、校長会、副校長会、教務主任研修会、研究主任研修会、若手教員

研修会、学校訪問等を活用して啓発していくとともに、校内の研究会や研修会の支援に努

めてまいります。 

以上です。 

［西田委員長         ］ 

 事務局から報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

 岡本委員。 



［岡本委員          ］ 

 正確で貴重なデータであり、これをどのように活かしていくかと言うことについては、

すでに色々と実施されていると思いますが、さらに良くするために２つの点をお願いした

いと思います。１つは、年度初めに各学校からホームページ上で、授業の改善はこうした

いというものが出てまいります。それにこういったデータを含めて、具体的な改善の方向

性を市民にわかりやすいように周知していっていただければ、さらに安心できるのではな

いかと思います。 

 それから２つ目は、評価の発信です。先日、平山中学校にお邪魔した折に、私から見れ

ば学力向上について大変な進展があったとの理解ですが、学校側は控え目にお話していま

して、「あまり外には出していませんけれども」とおっしゃっていました。しかし、市民か

ら見れば、良いところは是非、大いに発信していただきたいとの思いがあるのではないで

しょうか。また、平山小学校では、ＣＲＴを一つの指標としてこういう具合に成果が出て

いるという説明を受けたことがあります。すべてを数値化して評価、発信するということ

についての是非論はあると思いますが、発信内容の透明性を確保するには、ある種の数値

化も大事だと思います。日野市では選べる学校制度を掲げておりますので、評価内容の発

信というのはその制度に沿うものであり、活性化につながっていくのではないかというよ

うに思いますので、是非その辺りのこと、一層お願いしたいと思います。 

［島川統括指導主事      ］ 

 今回の学力・学習状況調査をもとにした授業改善、学力向上につきまして、まず１点目

は４月の学校経営重点計画にわかりやすく表現するということ、もう１つが評価の発信と

いうことでご質問をいただいたところでございます。２点併せての回答になるかと思いま

すが、よろしくお願いいたします。 

まず今回の調査をもとにいたしまして、あわせて日頃の授業の様子なども考慮いたしま

して、学校はこの９月に授業改善プランというものを作成したところでございます。この

授業改善プランは学校だより、ホームページ等で公開しております。このプランに基づい

て今後、学校は授業改善、学力向上に努めてまいります。教育委員会といたしましても、

学校訪問等を活用し、具体的な授業観察を通して指導、支援に努めてまいりたいと考えて

いるところでございます。その中で、現在は学校評価システムの見直し、検討を進めてい

るところでございますので、学校が授業改善プランに基づいて進めている授業改善、学力

向上の取り組みが４月当初の学校経営重点計画にわかりやすく反映できるような形という

ものを研究、検討してまいりたいと思います。 

それから２点目の評価の発信でございますが、授業改善プランに基づく授業を現在実施

し、ＰＤＣＡサイクルで改善を進めているところでございます。学校としては、こういっ

た取り組みを学校だよりあるいは学級だより、保護者会等を通じて保護者に発信している

ところでございますが、ご指摘のとおり、もっとアピールできるのではないかという点も

ございますので、ホームページ等の活用も含めて、改めて学校へ働きかけをしてまいりた

いと思います。 

［西田委員長         ］ 

 ほかにご意見、ご質問ございませんか。髙木委員。  



［髙木委員          ］ 

 資料についてですが、各正答数分布グラフの棒グラフは日野市の状況、折れ線のほうは

全国、東京都ということですね。 

 これを見て気になるのは、正答数がゼロ問という児童・生徒が、どの部門を見ても当市

においているということです。全体を見て、平均的な数値が高い、低いという評価につい

ては、それはそれで重要だとは思いますが、やはり生きる力ということを考えたとき、読

み書きそろばんで正答がゼロ問という児童・生徒がいるという事実はしっかりと受け止め

て、様々な取り組みを検討する必要があると思います。これはおそらく学校だけの問題と

いうことではなくて、ご家庭等と連携して対応していかないと難しい部分があるとも考え

ますので、是非その辺の課題解決に向けてのご検討もあわせてお願いしたいと思います。 

［島川統括指導主事      ］ 

 今、ご指摘いただきましたとおり、通常の学級には様々な状況のお子様がいらっしゃい

ます。個々によって事情、状況が違いますので、その子に応じた支援ということを考えて

いくことが必要だと思います。その中で市としてはリソースルームというものも設置して

おりますので、そういったものの活用も進めてまいりたいと考えております。また、今お

話いただきました家庭との連携、それから関係機関との連携ということも含めて、個に応

じた指導をしっかり支援してまいりたいと考えています。  

［西田委員長         ］ 

ほかにご意見ございませんか。濱屋委員。 

［濱屋委員          ］ 

 ご説明の中で、課題の１つとして目的や意図に応じて自分の考えを書くことという課題

があったかと思いますが、話すことにも課題があるのかなと思います。つまりアウトプッ

トということですが、アウトプットするためには、その前に知識のインプットですとか感

動ですとか、そういった経験があって、それを伝えていきたい、という段階を踏んでのも

のだと思います。こういったインプットとアウトプットのバランスのとれた言語活動の充

実、これが全ての基礎になると思いますので、国語科でも数学科でも授業の中で、そうい

った思考がたくさん出し合えるような授業の展開が工夫できればいいと思います。よろし

くお願いします。 

［島川統括指導主事      ］ 

 小学校４５分間、中学校５０分間の授業でございますので、様々な学習活動の取り入れ

が考えられます。その中できちんとねらいに即した学習内容を確実に理解させるというこ

とが重要でございます。あわせて、今求められているものとして、子ども一人ひとりがし

っかり考えそれを表現するという学習活動、そういった力が求められているところでござ

います。各学校では工夫が進んでおりまして、ペア学習とかグループ学習など、全体の場

での発表の前のステップなども入れているところでございます。そういった点においても

具体的に学校を支援してまいりたいと考えております。 

［西田委員長         ］ 

 ほかにございませんか。 

［西田委員長         ］ 



 なければ、報告事頄第１７号を終了いたします。  

［西田委員長         ］ 

 報告事頄第１８号・日野市教育委員会後援等名義使用実績報告（平成 25 年 4 月～9 月）、

について事務局より報告をお願いいたします。 

 

○報告事頄第１８号 日野市教育委員会後援等名義使用実績報告（平成 25 年 4 月～9 月） 

 

［清野生涯学習課長      ］ 

 報告事頄第１８号・日野市教育委員会後援等名義使用実績報告（平成 25 年 4 月～9 月）。 

 ３０ページから３５ページにわたって５８件が掲載されております。 

 申請件数は５８件ありました。５８件の内訳としまして、講演、講座、発表会などが２

０件、スポーツ関係が１３件、芸術関係が９件、催事・イベント関係が６件、その他１０

件でございました。 

申請件数５８件のうち後援の申請が５４件、共催の申請が４件でございました。 

３５ページの下段に月別前年度との比較の表が載っております。概ね前年度どおりでご

ざいました。 

 以上、報告させていただきます。 

［西田委員長         ］ 

 事務局からの報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

 髙木委員。 

［髙木委員          ］ 

 共催と後援の違いについて、言葉の意味合いはわかりますが、どういった点で共催と後

援の判断をされているのか教えてください。  

［清野生涯学習課長      ］ 

 共催に関しては、主催者と日野市教育委員会が同等に行う事業を言いますが、その事業

に対して市が補助金を出している、あるいは市の関係する課が一緒に行っているような場

合です。今回共催は４件あり、普通に比べて多くなっています。通常ですと１件あるかな

いかというところです。ちなみに、この４件に関しては３０ページに１番と６番、３１ペ

ージに１９番、３２ページに２９番が掲載されております。１番を見ますと日野市青尐年

育成会連合会、これは子育て課で主催している事業でございます。６番、多摩西人権啓発

活動地域ネットワーク協議会、これは人権擁護委員の方が催しております。１９番、東京

都立八王子東特別支援学校、これは日野市の教員が参加している事業でございます。２９

番、東京都立七生特別支援学校、これも同じく日野市の教員が参加しております。 

［西田委員長         ］ 

 岡本委員。 

［岡本委員          ］ 

 これは十分検討していただいてということで結構ですけれども、例えば２８番や５２番

のような事業については、もっとこちらから入り込んでいくことで、日野の工業都市とし

ての地域の特色を生かしていくということを検討していただきたいと思います。前市長の



在任中からそういった市内商工業との連携ということは言及されていたと思います。大学、

商工会との連携ということになると思いますが、実現の可能性があるのかどうかから検討

していただければありがたいです。 

［清野生涯学習課長      ］ 

 事業内容やの実施団体等よくよく見させていただきまして、また、関連部署とも連携し

ながら、今後検討させていただきます。 

［増子教育部参事       ］ 

 補足させていただきます。この後援名義等の使用につきましては、申請制度になってい

るところでございます。団体側から後援名義の使用または共催の使用という形でそれぞれ

申請がまいります。それに基づきまして、生涯学習課で審査することになっているところ

でございます。言葉が的確かどうかわかりませんが、現状では受身になっているところが

ございますので、ただいまご指摘を受けましたとおり、こちらからも情報をとりながら、

また他市の状況等を見ながら進めてまいりたいと思います。 

［西田委員長         ］ 

 ほかにございませんか。 

［西田委員長         ］ 

なければ報告事頄第１８号を終了します。  

［西田委員長         ］ 

 報告事頄第１９号・平成２５年度日野市郷土資料館の運営の状況に関する評価書（平成

２４年度事業）、について事務局より報告をお願いいたします。  

 

○報告事頄第１９号 平成２５年度日野市郷土資料館の運営の状況に関する評価書  

（平成２４年度事業） 

 

［岡田郷土資料館長      ］ 

 報告事頄第１９号・平成２５年度日野市郷土資料館の運営の状況に関する評価書（平成

２４年度事業）、について報告させていただきます。 

 ２ページをご覧いただきたいと思います。４の評価の対象でございます。  

 こちらについて、郷土資料館の事業の中の１０の事業について選ばせていただきました。 

５番の評価の実施の方法です。事業評価表を各担当者が作成し、６月に郷土資料館協議

会の中で説明をし、評価をいただき、その後にいただいた評価の意見をとりまとめ、その

意見に基づき自己評価の点数を加えた上で再度協議会委員の皆様に見ていただき、確認し

ていただき、そして現在に至ったということございます。 

３ページをご覧いただきたいと思います。６番の評価の結果でございます。こちらにつ

きましては、特に市民の「調べたい・知りたい」の要求に応えて市民学習団体を支援する

とともに連携をとり調査事業を着実に進めているという評価をいただいております。それ

を受けて、本年度の後半事業や次年度以降の事業計画に反映させ、市民・利用者に信頼さ

れる郷土資料館事業を促進する努力をしてまいりたいと思います。  

４ページ以降に１０事業それぞれの評価表がまとめてございます。このうち、３つの事



業について簡単に解説させていただきたいと思います。 

まず４ページの幻の真慈悲寺調査事業でございます。こちらにつきましては平成１８年

度から発掘調査を含め調査事業をさせていただきました。これまでは実際に存在したと思

われる京王百草園、東京電力の敷地内に限り発掘調査をしてまいりましたが、周辺住民の

方々のご理解をいただきまして、平成２４年度につきましては民地について発掘調査がで

きました。今後も市民の皆様のご理解、ご協力を得ながら、なるべく早いうちに真慈悲寺

の調査事頄をとりまとめることができるよう進めていきたいと考えております。  

１０ページをご覧いただきたいと思います。評価表№７、学校教育連携事業でございま

す。こちらにつきましては、郷土資料館を訪れていただいたのは１４学校９２４名、郷土

資料館から学校へ出向いたのが２３件、１，８２１名の児童・生徒に対して出張授業をい

たしました。自己評価のところをご覧いただきたいのですが、やや効率が悪いとしており

ます。こちらにつきましては、授業の効率性ということでございますが、教員が多忙であ

り、事前の打合せ時間を十分にとることができず綿密な授業スケジュールがなかなかでき

ないということがございまして、確かに効果は上がっているとは感じていますけれども、

もう尐しじっくりと腰を落ち着けて取り組みたいというようなことで、やや効率が悪いと

いう自己評価をさせていただきました。 

１１ページでございます。評価表№８でございます．市制５０周年記念特別展第一部「日

野の明治・大正・昭和」開催事業でございます。こちらにつきましては、今年が市制５０

周年にあたるということで、昨年、今年と２年間をかけ日野市の目で見る通史を市民の方

にアピールできるということで特別展を組ませていただきました。昨年につきましては観

覧者数２，３２９人でした。また、若い職員は日野市のその頃の歴史を知らないというこ

ともございましたので、職員研修ということで取り入れていただき、かなり効果を上げた

と思っております。今年は、５０周年本番を迎えますので、昭和の戦争終了以降、日野市

が生まれそして未来へ向かっていくその部分について、皆さんに大きくアピールをしてい

きたいと考えております。 

かいつまんで説明をさせていただきましたが、以上でございます。 

［西田委員長         ］ 

 事務局からの報告が終了いたしました。ご質問、ご意見がございましたらお願いします。  

 岡本委員。 

［岡本委員          ］ 

 １０ページの学校教育関連事業についてです。先日、豊田駅南口の遺跡の説明会に参加

したのですが、学芸員の方の説明が大変素晴らしいものでした。周りを見るとほとんどが

私を含めて高齢の参加者だったのですが、中身はほんとうに素晴らしく、私たちの生活に

密着したもので、学校関連、特に中学生にはぴったりだと思いました。効率性が悪いとい

うことでしたら、どのようにして効率を高めていけるのかということで、何か案を考えて

いただければありがたいと思います。よろしくお願いします。  

［岡田郷土資料館長      ］ 

 なるべく先生方とじっくりとお話をさせていただきながら、綿密なスケジュールを組み、

そして双方の目的をすり合わせ、出張授業の目的を達することができる方法を検討したい



と思います。 

［西田委員長         ］ 

ほかにご意見、ご質問ございますか。髙木委員。 

［髙木委員          ］ 

 直接、平成２４年度の事業そのものに対する意見ではないのですが、前回の図書館、中

央公民館の評価、今回の郷土資料館に関する評価書を見ますと、審議会等からはそれぞれ

高い評価をいただいており、今後の見通しとしては拡大・充実の方向ということでいいの

かと思っています。しかし、日野市全体の生涯学習という視点で見たときに、それぞれの

施設において、物理的な、例えば立地条件の問題ですとか、財政的な問題、また、尐子高

齢化等将来の展望についての問題を含め、もう尐し垣根を取り払った形で、施設のあり方

について、それぞれの事業と並行して検討すべき時期にきているのかなと強く感じていま

す。 

市民の皆さんが足を運び、図書館あるいは中央公民館、郷土資料館、それぞれに対する

要望が一元的にそこで叶えられればこれは言うまでもないことです。現状も、これからも

日野市として課題なり制約が多いかと思いますけれども、将来に向けたあり方について、

検討いただければということの思いを強くしていますので、是非よろしくお願いしたいと

思います。 

［増子教育部参事       ］ 

 ありがとうございます。全く同感でございます。ただ今いただきましたご意見も斟酌い

たしまして、現在社会教育委員の方々と一緒になりながらただいま策定を進めております

日野市の生涯学習推進構想、推進計画の中に盛り込みながら進めていきたいと思います。

またこの計画につきましては、これから調整いたしますが、日野市と日野市教育委員会の

発行という形にできればと思っているところであります。教育委員会におきまして、市民

の学びの機会の提供、学び合いの場所の提供ということを実施しているところでございま

すが、首長部局におきましても、環境行政、健康行政、様々な分野におきまして市民の方々

と協働するためのいろいろなしかけづくり、学びの場を提供しているところでございます。

そういう市民の学びの場をトータル的に考えた中におきまして、今ご意見を頂戴しました

垣根を取り払った中における協働や、公共施設のあり方等についても今後検討したいと思

います。 

［西田委員長         ］ 

 ほかにございませんか。 

［西田委員長         ］ 

 なければ、報告事頄第１９号を終了いたします。  

［西田委員長         ］ 

これより議案第３２号から議案第３９号の審議に入りますが、これらの案件につきまし

ては公開しない会議の中で行いますので、関係職員以外の事務局説明員は退席しても差し

支えないと思います。ご異議ございませんでしょうか。  

（「異議なし」の声あり） 

［西田委員長         ］ 



 異議なしと認めます。関係職員以外の事務局説明員は退席してください。なお、これら

の案件の終了をもって、平成２５年度第７回教育委員会定例会を閉会といたします。  

 

（関係者以外退室） 

 

「教育委員会職員の分限休職の専決処分について」 

「日野市立学校教員の措置について」 

「日野市立学校副校長の措置について」 

「日野市立学校教員の措置について」 

「日野市立学校教員の措置について」 

「日野市立学校教員の措置について」 

は公開しない会議の中で審議。 

 

［西田委員長         ］  

以上をもちまして本日の案件はすべて終了しました。これにて平成２５年度第７回教育

委員会定例会を閉会いたします。 

閉会１５時４０分 


